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■  選手一覧
No.  Pos. 氏名 　　　　　　　　　　　　生年月日 　  身長 /体重　出身
 1　 GK 　　田中　俊則  TANAKA Toshinori 1985.10.12　178/84 　三重県
 2　 GK　　茂呂　翔也　MORO Shoya 1999.06.14　174/71 　東京都
 5　 FP　　皆本　晃　　 MINAMOTO Akira 1987.01.28　168/69 　千葉県
 6　 FP　　関　尚登       SEKI Naoto                   1989.09.09　166/65 　東京都
 7　 FP　　内田　隼太    UCHIDA Shunta 1997.01.27　175/65 　福島県
 8　 FP　　上村　充哉    UEMURA Atsuya 1996.11.21　170/64 　奈良県
10　FP　　完山　徹一　 KANYAMA Tetsuichi 1979.12.08　176/67 　鳥取県
13　FP　　渡邉　知晃    WATANABE Tomoaki 1986.04.29　180/80 　福島県
14　FP　　新井　裕生    ARAI Yusei                   1995.11.01　170/68 　東京都
15　FP　　高瀬　剛       TAKASE Go 1998.05.18　175/75 　埼玉県
17　FP マルキーニョ MARQUINHO 1985.09.22　170/68 　ヴィデイラ
19　FP ジョー          JHOW                   1991.12.02　171/71 　ブラジル
22　FP 小村　航生    KOMURA Koki 1996.01.15　170/63 　石川県
25　GK 浅井　凱斗　ASAI Kaito                    2000.05.10　174/74　三重県 
29　FP 堤　優太      TSUTSUMI Yuta 1998.10.07　159/61 　神奈川県
30　FP 水田　貴明   MIZUTA Takaaki 1993.07.15　174/65 　大阪府
79　FP 酒井　遼太郎SAKAI Ryotaro 1991.09.10　168/60 　千葉県
96　GK クロモト       KUROMOTO 1986.05.16　175/75 　ロンドリーナ

■　スタッフ
役職 　氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国籍
監督 　山田　マルコス　勇慈　YAMADA Marcos Yuji 　日本
コーチ 　赤坂　隆史　　　　　　AKASAKA Takafumi 　日本
コーチ 　藤井　栄貴　　　　　　FUJII Eiki 　　　　　　　日本
ドクター 　白石　稔　　　　　　　SHIRAISHI Minoru 　日本
ドクター 　伊藤　勝敏　　　　　　ITO Katsutoshi 　日本
ドクター 　中井　大輔　　　　　　NAKAI Daisuke 　日本
チーフトレーナー 川口　康宏　　　　　　KAWAGUCHI Yasuhiro 　日本
トレーナー 　井上　駿　　　　　　　INOUE Shun 　日本
アナリスト 　玉置　研二　　　　　　TAMAKI Kenji 　日本
マネージャー 　輿水　優宏　　　　　　KOSHIMIZU Masahiro 　日本

順位 : 7 位 (11 勝 /5 分 /11 敗 )

ホームタウン　：東京都府中市　立川市

GO BEYOND
より高みを目指して、自分の限界やチームに関わるすべての人の想像や期待を超え、

そしてフットサルの枠を超えた感動を与えられるように強い決意を持って戦う。

ホームアリーナ：アリーナ立川立飛
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Key 

吉川 智貴
15スペインが認めた頼れる男

SEKIGUCHI YUSHI

1989.02.03 / 174cm / 65kg
滋賀県出身

PlayerKey Player

今節の注目選手は、フットサル日本代表の吉川智貴選手。
先日、アジア最優秀選手賞を受賞した日本の中心選手だ。
攻守に渡り、チームを牽引するオールダウンダーである。
オフザボールの動きやチームのピンチやチャンスとなる時
に常に吉川がいると言われるほど、ピッチ内での動きが多い
ことが特徴となる。
試合の中では、ボールをもらう前の吉川選手の動きや、
スペースを開ける動きなど、コアなプレーに注目してみる
のもフットサルの面白さに繋がるはずだ。
今節も吉川選手の活躍に注目してほしい。

第２６節の仙台戦に勝利し、残り７試合で４位との勝ち点差が２２以上となり、３位以上が確定しプレーオフ
進出を決めた名古屋オーシャンズ。
前節は３位シュライカー大阪と対戦。前回の対戦は２点差を追いつかれ３−３の引き分けだったが、プレーオフ
で対戦する可能性もある相手に４−２で勝ちきることができ、２位バサジイ大分との勝ち点差を１０とし、リーグ
１位でプレーオフ進出を決めるための貴重な勝ち点を重ねることができた。
しかし、３クール目になると対策もされ順位関係なく、どのチームも簡単には勝たせてくれない。気を緩めず
残りの試合も全力で勝利を目指したい。今節の対戦相手は、現在７位の立川・府中アスレティック FC。
監督は、名古屋オーシャンズで選手と育成のコーチを務めたこともある山田マルコス勇慈監督。
今シーズン順位は７位と振るわずプレーオフ進出も厳しい状況だ。
第１第２クールは共に名古屋が大差で勝利しているものの、日本代表の皆本選手や元名古屋オーシャンズの
渡邉選手と完山選手らベテラン勢が中心選手としてゲームをコントロールし、そこに新井選手や内田選手・
上村選手など１対１などから積極的な姿勢でゴールを狙う若手が台頭している。セットプレーやカウンター
攻撃によってゴールを脅かされることも予想される。
対する名古屋は、ラファ・ヴァルチーニョ・ぺピータら外国人選手が圧倒的な攻撃力を見せ、また日本代表の
吉川・安藤・西谷らベテランが攻守に献身的なプレーでチームを支え好調を維持している。先日行われた日本
代表のスペイン遠征のメンバーに選ばれスペインとの親善試合で積極的な仕掛けを見せていた八木、出場機会
は少ないものの橋本・水谷ら中堅・若手選手も他チームの若手選手の台頭に負けていられない。
チームの底上げのためにも彼らのこれからの活躍は勝ち続けるチームのためにも必要不可欠だ。
名古屋と府中の若手選手の対決にも注目したい。
リーグも終盤に差し掛かりホームゲームも残り３試合となった。約１ヶ月ぶりのホームゲームに勝利し、
リーグ１位でのプレーオフ進出に向け突き進みたい。

６シーズン指揮を執った谷本俊介監督が退任し、新監督にGKコーチを
務めていた山田マルコス勇慈監督が就任。
日本代表の皆本選手と渡邊・完山ら元名古屋メンバーが攻守でチームを
引っ張り、、新井・内田・上村選手ら積極的にゴールを目指す若手選手と
ベテラン選手が融合した攻撃はスピード感があり、相手チームに脅威を
与える。
注目は、監督の山田マルコス勇慈監督。名古屋オーシャンズで選手と
育成コーチを務めていたこともあり、名古屋ファンにとっては親しみ
ある監督だ。府中アスレティック FCのサテライトチームで監督の経験を
積み、チームの持ち味である守備力を強化しさらなる高みを目指す。
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